
 

新学習指導要領で求められる「生徒が未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成

することを目指す」ため、高等学校では「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の視点での

授業改善が必要である。本分科会では、「深い学び」の鍵である教科の「見方・考え方」を働かせ

ることとはどういったことかを報告者より提案し、参加者も含めて議論する。 

 

 

冒頭、本分科会が参加者にとって主体的・対話的・深い学び(主・対・深)による探究学習にな

るよう説明した。課題意識をもつこと (主)、問いを積極的に行うこと(対)、自分はどうか(深)を

意識する。 

 石村氏の報告は、クリッカーを活用したピア・インストラクション(生徒同士の議論を組み込ん

だアクティブラーニング型授業の一つ)と理科の実験の組合せで化学の見方・考え方を働かせる授

業改善の取組の報告であった。天然高分子化合物の同定実験の試行回数を考えさせ、クリッカー

により、他者の考えと比較し、グループディスカッションを通して正しい科学的思考に導く授業

であった。多くの生徒が意欲的に授業に取り組む仕掛があり、最終的には全員が正しい手順を考

えることができた。 

 勝又氏の報告は、主・対・深の学びの実践報告であった。主体的な学びでは、予習・復習への取

組として詳細な授業計画を示し、穴埋めのあるプリントを配布すること、授業の初めにペアワー

クで予習内容を確認させることなど。対話的な学びでは、生徒のペアワーク(説明や教え合い等)

を多く取入れ、生徒が授業に参加せざるを得ない状況を作り出す。深には、学んだことを使って、

先のことを考えさせる問題を実施している。また、これらを実現する時間を捻出する工夫の紹介

もあった。 

 

 

「理科の授業を通して、身につけさせる見方・考え方に関する課題意識・興味関心・問いは何

か？それはなぜか？」という問いかけに、各グループで問いを設定し、グループディスカッショ

ンを行った。発表に求める要素としては、①グループの問いに関する「解」②この場への「提言」

概 略 

全体討論の内容 

第４分科会【理 科】 

理科の「見方・考え方」を働かせる授業とは 
〜授業改善への取組〜 
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ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ▸ 宮越 敬記（京都市教育委員会学校指導課指導主事） 
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③自分への「アクション」の３つとした。以下グループからの発表内容抜粋。 

 生徒が受け身になることを防ぐためにペアで説明させることやテストで記述問題を入れていく

ことをしていきたい。主・対・深の質を高めるために、日常関係の物を持ってくること、振返り

をしっかりやること、観察・実験をやること(事物・事象を見ることも対話)、小学校からセンス

を高めさせること、ゴールを設定して達成できたかを見取ることが必要。見方・考え方をつける

には気づきを持たせること。目的にするのではない、持っているものを引き出すように指導する。

実現のために時間をどう捻出するかに対して、反転授業やマイクロスケール実験があり、また、

実験でなくてもＡＬになる。とりあえず試行錯誤でもやっていく。教員が学んでいかなければな

らないし、学んでいきたい。 

 

 

 目指す到達点は、教える側も主体的・対話的・深い学びを実践しながら理科の見方・考え方に

ついて自分の理解を広め、深めるということであった。こちらからのぼやけた問いかけに対し、

グループの課題設定が困難だったようで時間がかかったようだが、短い時間においてどのグルー

プも活発な議論が展開された。高校現場からの授業改善についても参考になる事項も多く、これ

からの理科教育を考える機会になった。 
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